
品質保証書付

置使用の前に必すこの取扱説明書をよく

お読みの上、正しくお使いください。

また、本書は大切に保管してください。

取りはすしてある部品は、本書をよく読

んで取り付けてください。本品を他のお

客様にお護りになるときは、必す本書も

あわせてお渡しください。
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●この製品は、一般家庭で乳幼児を乗せ、外気浴、日

光浴、買い物などに使用するための 1人乗り乳母車

(ベビーカー)で す。

●対象年齢i生後 フヵ月以上満 2才 まで

●望ましい連続使用時間:1時間以内

●組み立てる前に、14ペ ージ 「品質保証書」に次の項

目を記入してください。

●ロットNo.(後 脚後側に貼つてあるシールに記載さ

れています。)

。お客様のお名前 ・こ住所 ・電話番号

●販売店名

●製品を使用する上でこ理解いただきたい警告および注

意事項を記載しています。製品を正しく安全にお使い

しヽただき、危書や損害を未然に防止するためのもので

す。ここに記載した内容を無視した場合、お子さまお

よび保護者の方が重大な損害を被るおそれがあります。

よくお読みの上、製品をこ使用ください。

●注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示

するために、誤つた取り扱いの結果生じることが想定

される内容を 「警告」「注意」の2つ に区分しています。

いすれも安全に関する重要な内容ですので必す守つて

ください。

茎 取り扱いを誤ると重大な

子L幼児が落ちるおそれがあります。

●股ベル ト・腰ベル トを必す

締めて使用してください。

●乳幼児をベビーカーの中

で立たせないでください。

生
ロ

字L幼児が落ちたリベビーカーが折りたたまれるおそれがあります。

●乳幼児を乗せたままフロン●開閉ロックが確実にかかつていること

(ベビーカーが完全に開いた状態であるか)を確認して

から使用してください。

●ロックがかかつている

開閉ロックが下がつて

間に空きがない。

●ロックがかかつていない

開閉ロックが上がって間に

空きがある。

●階段、エスカレーター、段差

のあるところ、また、砂場/

砂浜/河原/ぬかるみなどの

悪路では使用 しないでくだ

さい。

トガー ドを持つなどしてベ

ビーカーを持ち上十ザないで

ください。手がすべつたり、

フロン トガー ドがはすれた

りするおそれがあります。

●破損/異常が発生した場合

は、必す1多理を受けてくだ

さい。当社お客様相談室に

こ連絡ください。



注意  誤 つた取り扱いをすると人が傷害を負

う可能性および物的損害の発生が想定

される内容が記載されています。

●お守りいただく内容の種類を次の表示で区分し説明し

ています。

警告/注意を促す内容があることを告げ

るものです。

① 禁止の行為であることを告|ザるものです。

事故につながるおそれがあります。

ベビーカーが転任」して乳幼児が落ち
るおそれがあります。

●乳幼児を乗せているとき、

カゴ以外の所に荷物を乗

せたり、つるしたりしない

でください。

●ベビーカーに同時に 2人 以

上の乳幼児を乗せたり、乳幼

児をシー ト以外の所に乗せ

ないでください。

●こ使用中にAン ドルにより

かかつたり、過度の荷重をか

けないでください。

ベビーカーが動き出したり転倒する
おそれがあります。

●乳幼児や荷物を乗せたとき

には、ス トッパーを過信 し

ないでください。

●字L幼児を乗せたまま、ベビ
ーカーから離れないでくだ

さい。

●ベビーカーは空車であつて

も坂の途中 /車 道に近い歩

道上など危険な場所に放置

しないでください。



注  意  取 り扱いを誤ると傷書を負つたり、ベビーカーが破損するおそれがあります。
△  と  思  HXワ 似 い を 誤 0こ 陽 言 を 貝 つに り、 へ L~ノ 」~″ ・限 損 9つ の て 4L″Bのり百 ヨo

●乳幼児を乗せる以外の目的で使用しないでください。

目的外の使用では破損などのおそれがありまづ。

●シー トを取りはすしたまま乳幼児を乗せないでください。

すき間に手や足などをはさむおそれがありまづ。

●幼児、子供にベビーカーを操作させないでください。転倒や思わぬ事故につながります。

●ベビーカーの開閉やリクライエング操作時には、他人や小さい子供を近づけすに行つてください。

指をはさんだりするおそれがあります。

●乳幼児の乗車時はもちろん空車であつてもフロン トガー ドを持つて持ち運ばないでください。

ベビーカーが急に折りたたまれたり、フロントガー ドがはすれたり、手がすべつて落下するおそ

れがあります。

●フロン トガー ドを引つぱつて使用したり、応、りまわしたりしないでください。

破損のおそれがあります。

●フロン トガー ドには過度の力を加えないでください。また必要以上に広|ザたりしないでください。

●乳幼児を乗せたとき、シー トベル トが/1iiックルに装着され、ベル トにゆるみがないことを確認し

てください。乳幼児が抜けだしたり、落下するおそれがあります。

●ベビーカーに大人がl要かけたり、過度の荷重をカロえないでください。破損、故障の原因となります。

●ベビーカーを押すときは歩いてください。

走るとキャスターの動きが悪くなつたり、転倒などの事故につながるおそれがあります。

●買い物カゴには5 kg以上の荷物を入れないでください。破損の原因となります。

●踏切を渡るときは、できるだけ線路に直角に進んでください。

ななめに渡ると車輪をとられたり、線路の溝に車輪がはさまるおそれがあります。

●雪が積もつているところや凍結したところなど、すべりやすい踏面では使用しないでください。

ベビーカーだけでなく保護者も転倒するおそれがあります。

●風の強いときには使用しないでください。勝手に動き出したり、転倒するおそれがあります。

●雷のときは使用しないでください。落雷のおそれがあります。

●火の近くや高温になる場所での放置、保管は避けてください。故障や変形の原因となります。

●ベビーカー本体の上に荷物などを重ねたり、圧力が加わるような状態で保管しないでください。

故障や変形の原因となります。

●危険ですからむやみに改造、分解をしないでください。

0こ 使用の前に、ネジやナットにゆるみがないか確認してください。ゆるみがある場合は使用せす、

必す当社お客様相談室にこ連絡ください。重大な事故につながるおそれがあります。

●電車などでの使用について

本製品は電車などでの使用を目的として設計されたもので|よありません。

電車などの中ではできるだけ、ベビーカーを折りたたんでいただくことをおすすめします。

本製品を電車などの中で使用するときは、急発進や急停車などの衝撃のおそれがありますので、

十分こ注意ください。

0



(開封されましたら各部品がそろつているかこ確認ください。)

箱の中には次のものが入つています。箱を開けたら全て揃つているか確認してください。

●ネイチャーアース本体

●日除け

●ショルダーストラップ

●ネイチャーアース取扱説明書 (本書)
手元操作部

手元ロックスライダー

八ンドルグリップ

折りたたみ
レパー

日除け

着脱シー ト

メヾック,レ

差し込みパックル

ガー ドカパー

ガードボタン

(内側・外側2ヵ所)

フロントガード

キャスターロックレパー

フック

着脱シート

リクライエングベルト

ホック

リクライエングパックル

買い物カゴ

日除けレパー

シートベルト
(腰ベルト)

アームレスト

開閉ロック

ストッパー(左右)

シートベルト

(股ベルト)

エッグショックパッド

(シートの中)

ショルダーストラップ

０

０

０

０

０

背板

(シートの中)

通気窓付き日除け

〔背もたれ〕

カゴ調節パックル

自立スタンド



●使用する前に、開閉ロックがかかっていることを必す確

認してください。急に折りたたまれるおそれがあります。

(右図参照)

●手元ロックスライダーを必すロックして使用して

ください。無意識に折りたたみレパーを握つたときな

ど、急に折りたたまれるおそれがあります。

●ロックが解除されている
(折りたたむとす)

串

空 き

△
難

開閉ロック

が上がつて

間に空きが

ある。

●ロックされている
(走行のとき)

開閉ロック
が下がつて
間に空きが

△
溢

●ベビーカーを開くときは他の人に触らせないでください。手をはさむ原因となります。

●子供にベビーカーを操作させないでください。転経」や思わぬ事故につながるおそれがあります。

●自立スタン ドに無理な力を加えたり、持ち運びの際、ぶつけたり引きすつたりしないでください。

変形や、破損のおそれがあります。

●手元ロックスライダーを矢印の方向にすらし解除します。

手元ロック
スライダー

0自 動フックを上に押し上|ザてはすします。

折りたた

みレバー

0自 動フックがはすれたら、八ンドルグリップを握り手首

を外に回して開きます。グリップを逆手で持つと操作が

楽です。

※この状態で腰ベル トがはみ出していたり開閉ロックに

引つかかつたりしていないかを確認してください。

もしはみ出しや引つかかりがあれば0に 移る前にベルト

をシー ト内側に引つぱつてください。

0折 りたたみレバーを握りながら八ンドルグリップを持ち

上げるようにしますと開きはじめます。開くと自立スタ

ンドは自動的に収納されます。

注意 i本体を持ち上げた状態で折りたたみレパーを握り、

本体の回ックを解除しないでください。破損のおそ

れがあります。

0手 元ロックスライダーを0と 逆方向にすらし、回ックし

てください。



フロン トガー ドを開くとお子さまの足が引つかからす乗せ降ろしが楽にできます。

△
齢

●フロン トガー ドに関係なく、お子さまを乗せるときには必すシー トベル トを締めてください。フロン

トガー ドはお子さまの抜けだしや立ち上がりを防止するものではありません。

●ガー ドボタンはお子さまには操作させないでください。落下などのおそれがあります。

△
添

●フロン トガー ドの片側をはすした状態でフロン トガー ドを引つぱつて使用したり、8、りまわしたりし

ないでください。破損やお子さまのけがの原因となります。

●フロン トガー ドには過度の力を加えないでください。また、必要以上に広げたりしないでください。

故障や破損の原因となります。

●フロン トガー ドをつかんでベビーカーを持ち運ばないでください。手がすべつたり、フロン トガー ド

が抜け落ちる可能性があります。

●ガードの付け根にある2つのガードボタンを矢印の方向に押します。

0そ のままアームレストからフロントガー ドを引き抜きます。

0手 を放せばフロントガー ドは自然に下がります。

※こ注意

この製品のフロントガー ドは、前から見て左側のみ開閉します。

右側は取り|よすすことができませんのでこ注意ください。

缶 ●

ガードボタン

フロン トガー ドに、ガー ドカパーを装着します。

●5kg以 上の荷物はのせないでください。破損の原因となります。

●角のとがつたものや、力」
1か

らはみ出す容積の大きいものはいれないでください。カゴの変形および

破れの原因となります。

溝提討 ● ベビーヵ―を折りたたむときは、荷物を取り出してください。ベビーカーの破損や荷物のつぶれの原

因にな ります。

●カゴ後部左右の固定用フックをアームレスト後部の腰ベルト後端

の筒状のすき間に上から差し込みます。

0カ ゴ前部の固定用ベル トをシート側部のアルミフレームにホック

で左右とも固定します。

腰ベル ト後端筒状

●できるだけカゴ底に均等に荷重がカロわるよ

うに乗せてください。

●荷物の出し入れはカゴの後ろ側から行つ

てください。

●カゴの開回部は図のようにカゴ調節パッ

クルで調節することができます。荷物の

大きさに合わせ調節してください。
のすき間



ここでは、股ベル トと腰ベル トを総称してシー トベル トと呼びます。

●お子さまを乗せたときは必すシー トベル トを下記の内容にしたがつて正しく締めてください。締めす

に乗せるとお子さまが落ちるおそれがあります。また、シー トベル トを締めていても、万一の抜けだ

し、立ち上がりには十分注意してください。

●シー トベル トの長さはお子さまの体に合わせて調節し、しつかりと締めてください。

△
艶

△
漏

●ベビーカーを開くときには他人に触らせないでください。手を|よさむおそれがあります。

●子供にベビーカーを操作させないでください。転倒や思わめ事故につながるおそれがあります。

●シー トベル トを締めるときは股ベル トのパックルに

左右の腰ベル トの差し込みパックルを確実に差し込

んでください。

腰ベル トを引つぱつてはすれないことを確認してく

ださい。

●はすすときは股ベル トのパックルボタンを押すと左

右の差し込みパックルがはすれます。

●ベル トの長さは右図のように調節します。

●端末まで腰ベル トは 3cm以 上余裕をもたせてくだ

さい。

●長さ調節のときに腰ベル トのパックルを取りはすし

た場合は、右図にしたがつて確実に取り付けてくだ

さい。取り付けかたが不完全ですと使用中にベル ト

が抜けるおそれがあります。

●腰ベル トは、取りはすして手洗いができます。

●活発なお子さまで、腰ベル トの長さを調節してしつ

か り締めても抜け出そうとする場合は、別売の

「セーフティベル ト」を使用してください。シー ト上

での抜|ナ出し立ち上がりを防ざます。

●図のように腰ベル トがお子さまの腰を一週するよう

に装着してください。

このとき、大人の指が入る程度を目安にお子さまが

抜け出さないように長さを調節してください。

]要ハWレ ト

差し込みパックル

パックルボタン

股ベル ト

3crrl以上

日要ハWレ ト

]要ハWレ ト



●やなiれやほつれの発生したシー トはそのまま使用しないでください。中のワタをお子さまが飲み込ん

だり、シー ト本来の機能が果たせなくなるおそれがあります。

●シー トを取り付ける際に、フアスナー、ホック類を確実にセットしてください。取り付けが不完全で

すとケガや破れなどの原因となります。

●股ベルトのパックルから腰ベルトの左右差し込みパッ

クルをはすします。

0シ ート前端部の袋状の部分をベース座面からはすし、

シート裏面とベース座面をとめているフアスナーをは

すします。

0八 ンドルパイプ左右2ヵ所のホックをはすします。

0背 もたれ左右2ヵ所のホックをはすします。

0フ ックを上に引き抜いて、シートをはすします。

洗濯の際はエッグショックパッドおよび背板を抜き

取つてください。

0フ ック

0 ホ ック

0ホ ック

ベビーカー背面

※「エッグショックパッド」は洗濯できません。

「エッグショックパッド」は取り付けなくても

こ使用になれますが、シー ト、背板は必す

取り付けてこ使用ください。

0洗 濯をした際はあらかじめエッグショックパッドおよ

び背板をシートに入れます。

●背もたれ左右の0の フックを上からかけ、0の ホック

をとめます。

0の ホック|よリクライエングベルトの上からかぶせる

ようにとめます。

0着 脱シートの座面部を、腰ベルトの下を通して手前に

引き出します。

0シ ート裏側とベース座面のフアスナーをとめ、股ベル

トを着脱シートの穴に通します。

Oシ ート先端部の袋状の部分をベース座面にかぶせ面

フアスナーで止めます。

O袋状部分

0股ベルト通し穴

0ファスナー

ベース座面
O面フアスナー

(ベース座面裏側)

ベビーカー前面



△
難

●お子さまや荷物を乗せたときにはス トッパーを通信しないでください。ス トッパーをかけていても動

き出したり、転倒するおそれがあります。

●お子さまを乗せたままベビーカーから離れないでください。また、ス トッパーは左右ともかけて使用

してください。ベビーカーが動き出したり転任」するおそれがあります。

△
濫

●空車であつても、ベビーカーから離れるときは必す左右ともス トッパーをかけてください。ス トッパー

のロックが不完全ですと動き出すことがあります。

●左右の後車輪の内側にあるス トッパーを下におろせ

ばス トッパーのロックがかかります。ベビーカーを

軽く前後に動かして、ス トッパーが正しくかかつて

いるか確認してください。

●解除するときは、ス トッパーを上げてください。

●キャスターを使用すると、平たんな路面を押すときに前輪の向きが変わり、スムーズに方向転換できます。

●坂道や凹凸のある路面を押すときは、キヤスターを回ックすると押しやすくなります。

ストッパー

キャスター

ロックレメヾ一
図のようにキャスターロツクレパーを下げ、ロックを解除し

ます。

図のように、キャスターを進行方向に対して真後ろにな

る位置に合わせてキヤスターロツクレバーを上げます。

※こ注意

このベビーカー|よキャスターを固定しないと折りた

ためない構造になつています。

ベビーカーを折りたたむとき|よ必すキャスターを

左右とも固定してください。



●ベビーカーを押しながらリクライエング操作をしないでください。非常に危険です。

●お子さまを乗せたまま操作するときは、急にリクライエング角度が変わらないように十分こ注意ください。

リクライエングパックルを起こしながら左に移動させま

す。お子さまを乗せたまま操作するときは、他方の手で

お子さまの体重を支えてください。

リクライエングベル トを右に引つばります。

リクライエングメヾックル

リクライエングベ'レト

●ベビーカーをひろげて使用するときには、必す買い物カゴに収納してください。障害物などに引つか

かつて転倒のおそれがあります。

●混雑した場所では、他人の迷惑になることがありますので使用しないでください。

ベビーカーをひろげた状態で取り付けます。

●ショルダーストラップ下端のパックルをベビーカー

の座面裏側の固定ベル トに通し、図のようにとめま

す。 (文字のある側が表です。)

0シ ョルダーストラップの上端の2本のベル トを図の

ように八ン ドルグリップに巻き、ホックでとめま

す。このとき、ストラップがねじれないように取り

付けてください。

このとき、「左右の八ンドルグリップに分ける」「右

側にまとめる」「左側にまとめる」という取り付け方

ができます。肩にかけやすい位置に取り付けてくだ

さい。

0ベ ビーカーを折りたたみ、肩にかけやすい長さに

パックルで調節します。

0シ ョルダーストラップを使用しないときは、八ンド

ルグリップからはすし、買い物カゴの中に収納して

ください。このとき、三角形のパックルを買い物力

ゴ上端にかけておくと再び使用する際、取り出しや

すくなります。

●

0

0



△
濫

●保管の際には、日除けの変形を防ぐため、横向きにねかせたり、

上に荷物を重ねたりしないでください。また、高温になる場所

での保管もおやめください。

取り付けるときは日除けの前後を確かめて、日除けジョ

イン トを日除けホルダーに確実に差し込んでください。

次の図のように左右各2個のホックをとめてください。 日除け
ジョイント ホック

日除け
ホルダー

使用するときは0日 除けを前にひろげ、0日 除けレバー

の関節部を押し下げてください。

ベビーカーを折りたたむときは0日 除けレバーの関節部

を押し上げ0日 除けを後側にまとめます。

取りはすす場合はホックをはすしてから0日 除けジョイ

ントの下端をつまみながら、0引 き抜いてはすします。

日除けは、エアスルーシステムになります。

通気窓は幌後部のフアスナーにより開閉ができます。

また、日除け後方のパックルにより、図のように巻き上|ザて固定する

ことができます。

バックル

通気窓

(ファスナー付き)

△
撃

●サイ ドポケットには200宮 を越えるもの、飲料水などの水分を含むもの、ナイフなど角のとがつた

もの、ライターなど発火のおそれのあるものは入れないでください。

本製品には、サイ ドポケット (片側)が 付きます。

ポケットティッシュやミニタオルなど (200g以 下)を 入れること

ができます。
サイドポケット



△
添

0手 元ロックスライダーは折りたたみ後、必すロックしてください。また、折りたたみ操作時以外は握ら

ないでください。

●手元ロックスライダーをすらさすに折りたたみレパーを握らないでください。無理に握ると破損する

おそれがあります。

●何かに引つかかつてしヽたり、はさみ込まれている感じがあつた場合には、一度開いて原因を確認して

くださしヽ。無理に折りたたむと破損するおそれがあります。

●折りたたむと自立スタン ドが出ます。自立スタン ドに無理な力をカロえたり、持ち運びの際にぶつ|ナた

り、引きすつたりしないようにしてください。自立が不安定になつたり破損するおそれがあります。

●折りたたむ前に、買い物カゴに何も入つていないことを確認してください。ベビーカーの破損や荷物

のつ8iれの原因となります。

折りたたむ前に下記の操作を行つてください。

●キャスターを固定し、0日 除けを後ろにたたみます。

折 りたたみかた

本ベビーカーは、2面 と3面 折りの両方でたたむこと

ができます。

●手元ロックスライダーをすらし、ロックを解除しま

す。

0折 りたたみレバーを握りながら、後車輪を支点にし

て矢印方向に後ろに倒すと 2面 折りができます。

0さ らに折りたたみレバーから手を放し、左右の八ン

ドルグリップを逆手で持ち、手首を内側に回して折

ると、自動フックがかかり3面 折りになります。

0手 元ロックスライダーを図のようにスライ ドさせて

ロックします。

※2面 、3面 どちらの状態でたたむ場合も必すロック

してください。

※こ注意

スムースに折りたためないときは車体にシー トや

シー トベル トなどがはさみこんでいることが考えら

れます。無理に力を加えす、いつたん開き、はさみ

込んでいるものをはすしてください。

△
添

●火の近くや夏期の車内など高温になる場所での保管はさけてください。また荷物を重ねたり、圧力が

加わるような状態で保管しなしヽでください。故障や変形の原因となります。

●直射日光をさけ、湿気が少なく雨やほこりがかからない場所に立てて保管してください。屋外で保管する場合|よ

カバーをかけることをおすすめします。

●車の トランクに入れて運8i場合は、買い物カゴを下にしてねかせてください。



●シー トの洗濯

シー トは丸洗いできますが、以下の点にご注意ください。

●背板はあらかじめ抜き取つてください。また、シー ト

の洗濯表示に従つて洗濯してください。

●洗濯機を使用する場合は40℃ 以下の液温で、弱水流

で洗つてください。

●通常の洗濯用洗斉Jが使用できますが、漂白斉」や漂白斉」

入りの洗斉」は使えません。使用する洗斉」の注意書きも

よくお読みください。

●長時間つけ置きせす、短時間で洗い上げてください。

色落ちの原因となります。

●十分すすぎ、軽く脱水した後、形を整えて平干しして

ください。

●乾燥機の使用や ドライクリーニングはできません。

●日除け、腰ベル ト、ガー ドカバー、買い物カゴの洗濯

●ブラシやスポンジなどを使用し40℃ 以下の液温で手

洗いしてください。よくすすいだ後、乾いた布で水分

を忍、き取り、陰干ししてください。

※製品の特性上若干色あせすることがあります。

※洗濯の際は天然脂肪酸をベースとした成分で、蛍光

斉」・漂白斉」・酵素などを含まない 「コンビおむつ肌着

洗い」をおすすめします。また、快適にお使いいただ

くために、こまめに洗濯することをおすすめします。

エッグショックパッドは衝撃を吸収するだけでなくお子

さまの汗や湿気を吸収し、シー トを快適な湿度に調節し

ます。防ダニ、防カビ、脱臭に効果があります。

梅雨時期などの湿度が高い時期には、日照時に干して乾

燥させてください。吸湿能力が回復しくり返し使用でき

ます。

注意 :「エッグショックパッド」は洗濯できません。

エッグショックパッドは取り付けなくてもこ使用になれ

ますが、シー ト、背板は必す取り付けてこ使用ください。

△
練

●車体の清掃には中性洗剤以外は使用しない

でください。部品の変質、劣化の原因とな

ります。

●車輪やプラスチック部品及び金属部品の汚れは、水を

含ませよくしぼった布でな、き取ります。汚れがひどい

ときは、薄めた中性洗斉」を含んだ布で8、いた後、水を含

ませよくしぼった布でる、き取り洗斉」分が残らないよう

にします。

△
濫

●お子さまがなめる可能性の高いフロン ト

ガー ド、アームレス トなどには油が付着し

ないようこ注意ください。

●きしみが発生したり、作動が鈍くなつて注油が必要と

思われる場合は、必す潤滑油を少量お使いください。

多すざるとほこりが付きやすくかえつて機能を低下さ

せます。注油箇所の泥や汚れはあらかじめる、き取つて

ください。なお下のイラス ト箇所には注油しないでく

ださい。作動不良を起こす原因となります。

手元操作部

シートベルト
のブヾック)レ フロント

ガードの

取り付け吉「

開閉ロック

付近

キャスター回転部

0こ 使用中に車体の破損、異常、ネジのゆるみやシー トおよびシー トベル トにやなiれ・ほつれなどが発生した場合や、

部品の交換または修理が必要な箇所を発見した場合、直ちに使用を中止して当社お客様相談室にこ連絡ください。

そのまま使用しますと、重大な事故につながるおそれがあります。お問い合わせの際は、後脚後側に貼つてあるシー

ルをこ覧になつて機種名をお知らせください。

お客様相談室 〒339‐0025埼 玉県岩槻市釣上新田271    TEL.(048)フ 9チ 1000 FAX。 (048)798-6109

(西日本担当)〒 542-0081大 阪府大阪市中央区南船場2-卜10 TEL.(06)6263‐ 4031 FAX。 (06)6263-4533

●ネジ類のゆるみ、部品の欠損及び作動不良などの異常がないか適時点検してください。

●危険ですからむやみに改造や分解はしないでください。

●お手入れの際に取りはすした商品は、本書をよく読み正しく取り付けてください。取りはすしたままですとお子

さまが危険です。

●本製品の修理/部 品販売の際は、まつたく同じ部品がない場合があり、色や仕様が若干異なることがありますので、

あらかじめこ了承ください。製品使用上は差しつかえありません。


